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、市役所
、図書館

、
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、

ホームペ
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ごらんに
なれます

。

（９月定
例会会議
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容

特別委員会中間報告 
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 ９月定例会を９月２日から９月３０日までの２９日間の会期で開会しました。

平成20年9月定例会 
平成19年度 

一般会計・特別会計・企業会計決算を認定 

　
平
成
一
九
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
﹁
健
康
増
進
、
観

光
振
興
、
行
財
政
改
革
﹂
の

﹁
３
つ
の
Ｋ
﹂
の
発
展
・
充
実

を
念
頭
に
お
い
た
編
成
と
し
、

サ
マ
ー
レ
ビ
ュ
ー
で
見
直
し
た

事
業
費
を
予
算
要
求
の
上
限
と

す
る
と
と
も
に
、
五
〇
事
業
を

見
直
し
、
経
費
の
節
減
を
図
る

一
方
、
新
規
に
城
ヶ
崎
海
岸
門

脇
駐
車
場
拡
張
事
業
や
木
下
杢

太
郎
記
念
館
生
家
改
修
事
業
、

元
気
の
あ
る
地
域
づ
く
り
応
援

事
業
等
に
着
手
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予

算
規
模
を
二
一
六
億
七
七
〇
〇

万
円
と
、
前
年
度
を
三
・
一
％

上
回
る
前
向
き
な
予
算
と
し
、

生
活
保
護
扶
助
費
や
台
風
九
号

等
に
よ
る
災
害
復
旧
事
業
費
の

増
額
補
正
等
を
行
い
、
最
終
予

算
規
模
を
二
二
六
億
八
〇
一
四

万
四
〇
〇
〇
円
と
し
ま
し
た
。

　
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
限
ら

れ
た
財
源
の
有
効
活
用
に
意
を

注
ぎ
、
現
場
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
市
民
の
視
線
に
立
っ
た
施

策
を
実
施
し
、
﹁
伊
東
再
生
﹂

に
向
け
た
歩
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
で
は
、

自
主
財
源
の
重
き
を
占
め
る
市

税
が
、
対
前
年
度
比
五
・
八
％

増
加
し
、
依
存
財
源
で
は
、
県

支
出
金
が
対
前
年
度
比
二
〇
・

七
％
増
加
し
た
も
の
の
、
地
方

譲
与
税
が
六
九
・
五
％
、
地
方

交
付
税
が
一
四
・
二
％
、
市
債

が
一
・
一
％
減
少
し
、
決
算
額

は
二
二
四
億
四
一
五
一
万
三
〇

〇
〇
円
で
、
対
前
年
度
比
〇
・

二
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
決
算
で
は
、
経
常
経
費

に
お
け
る
人
件
費
が
、
職
員
給

与
や
議
員
報
酬
等
の
見
直
し
に

よ
り
前
年
度
を
一
・
一
％
下
回

り
ま
し
た
が
、
扶
助
費
が
二
・

四
％
、
公
債
費
が
三
・
二
％
増

加
し
ま
し
た
。
投
資
的
経
費
で

は
、
普
通
建
設
事
業
費
の
補
助

事
業
費
が
、
電
線
類
地
中
化
事

業
の
完
了
に
よ
り
、
対
前
年
度

比
三
五
・
七
％
の
減
で
、
単
独

事
業
費
で
は
、
汐
吹
公
園
整
備

事
業
や
一
碧
湖
・
大
室
線
改
良

事
業
等
の
新
規
事
業
を
実
施
し

た
も
の
の
、
街
路
事
業
の
大
幅

な
減
額
等
に
よ
り
、
前
年
度
を

四
・
四
％
下
回
り
、
普
通
建
設

事
業
費
全
体
で
は
、
対
前
年
度

比
で
一
〇
・
二
％
減
少
し
、
決

算
額
は
二
二
一
億
九
〇
三
九
万

八
〇
〇
〇
円
で
、
対
前
年
度
比

〇
・
五
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は

二
億
五
一
一
一
万
五
〇
〇
〇
円

で
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き

財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支

額
は
、
前
年
度
を
三
二
・
二
％

上
回
る
二
億
四
七
八
八
万
四
〇

〇
〇
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
病
院
事
業
会
計
で
は
、
全
国

的
な
医
師
不
足
の
中
で
、
整
形

外
科
の
補
充
を
欠
く
も
の
の
、

懸
案
の
産
婦
人
科
で
は
十
分
な

医
師
を
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
、

外
来
患
者
数
は
前
年
度
を
下
回

っ
た
も
の
の
、
患
者
紹
介
率
、

入
院
患
者
数
が
前
年
度
を
上
回

る
な
ど
、
病
診
連
携
を
着
実
に

進
め
て
お
り
、
ま
た
、
入
院
収

益
、
外
来
収
益
と
も
前
年
度
を

上
回
り
、
安
定
的
な
経
営
が
図

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
市
民
の
多

様
な
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て

い
く
た
め
、
伊
東
市
新
病
院
建

設
諮
問
会
議
を
設
置
し
、
新
病

院
建
設
の
具
体
化
に
向
け
た
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
収
益
的
収
支
は
、
収
入
が
三

五
億
五
五
八
〇
万
五
〇
〇
〇
円
、

支
出
が
三
五
億
八
六
六
五
万
八

〇
〇
〇
円
で
、
当
年
度
純
損
失

は
三
〇
八
五
万
三
〇
〇
〇
円
と

な
り
、
資
本
的
収
支
は
、
収
入

が
一
億
九
五
五
〇
万
四
〇
〇
〇

円
、
支
出
が
二
億
三
三
三
六
万

四
〇
〇
〇
円
で
、
三
七
八
六
万

円
の
不
足
と
な
り
、
過
年
度
分

損
益
勘
定
留
保
資
金
等
で
補
て

ん
し
ま
し
た
。

　
水
道
事
業
会
計
で
は
、
市
内

経
済
の
現
状
や
節
水
機
器
の
普

及
等
に
よ
り
、
水
道
料
金
収
入

が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

職
員
数
の
見
直
し
や
、
外
部
委

託
の
推
進
に
努
め
ま
し
た
。

　
収
益
的
収
支
は
、
収
入
が
一

八
億
五
九
一
〇
万
円
、
支
出
は

一
六
億
六
三
〇
万
八
〇
〇
〇
円

で
、
二
億
二
二
八
六
万
五
〇
〇
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■
平
成
一
九
年
度
伊
東
市
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

︽
反
対
　
日
本
共
産
党
︾

　
一
九
年
度
は
国
保
税
の
引
き

上
げ
を
行
っ
た
が
、
国
保
加
入

世
帯
は
生
活
困
難
世
帯
が
多
い
。

　
滞
納
世
帯
の
多
く
が
五
〇
〇

万
円
以
下
の
低
所
得
世
帯
で
あ

り
、
資
格
証
明
証
の
発
行
は
、

約
二
〇
〇
世
帯
に
も
及
ん
だ
。

　
一
方
、
国
保
へ
の
国
負
担
分

を
臨
調
行
革
以
前
の
率
に
戻
せ

ば
、
計
算
上
、
増
税
の
必
要
は

な
い
。
ま
た
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
を
、
三
億
円
余
に
し

た
こ
と
か
ら
も
、
増
税
し
な
い

選
択
は
、
十
分
可
能
で
あ
っ
た
。

　
国
保
は
、
国
民
皆
保
険
制
度

の
最
後
の
と
り
で
で
あ
り
、
住

民
の
命
綱
と
な
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
国
に
対
し
、
社
会

保
障
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
明

確
に
す
る
改
善
を
強
く
求
め
る

と
と
も
に
、
住
民
負
担
が
こ
れ

以
上
過
大
に
な
ら
な
い
よ
う
希

望
し
、
反
対
討
論
と
す
る
。

■
平
成
一
九
年
度
伊
東
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算

︽
反
対
　
日
本
共
産
党
︾

　
現
状
で
は
、
副
市
長
二
人
は

必
要
な
い
。
県
事
業
に
係
る
各

種
負
担
金
等
は
優
遇
す
る
一
方

で
、
教
育
相
談
員
等
の
人
件
費

な
ど
の
減
額
、
在
宅
福
祉
介
護

手
当
に
係
る
所
得
制
限
な
ど
、

市
民
に
は
冷
た
く
、
過
酷
な

﹁
行
革
﹂
を
押
し
つ
け
る
と
と

も
に
、
退
職
自
衛
官
の
臨
時
職

員
へ
の
採
用
に
係
る
賃
金
格
差

に
加
え
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に

係
る
計
画
の
策
定
等
、
憲
法
に

反
す
る
法
律
の
具
体
化
は
認
め

ら
れ
な
い
。

　
ま
た
、
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
へ
の

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
建
設
よ
り
も
、

む
し
ろ
、
市
内
に
そ
の
客
を
呼

び
込
む
た
め
の
施
策
こ
そ
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ご

み
の
有
料
化
で
は
、
ご
み
は
減

ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
不
法
投

棄
に
も
つ
な
が
り
、
観
光
施
策

に
も
逆
行
す
る
。

　
以
上
の
観
点
か
ら
、
決
算
の

認
定
に
反
対
す
る
。

︽
賛
成
　
自
民
輝
　
︾

　
依
存
財
源
が
減
少
す
る
中
、

市
税
や
使
用
料
等
の
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

人
件
費
の
削
減
、
義
務
的
経
費

の
伸
び
を
抑
え
る
一
方
、
新
病

院
建
設
に
向
け
た
地
質
調
査
、

災
害
に
備
え
た
公
共
へ
リ
ポ
ー

ト
整
備
事
前
調
査
、
元
気
の
あ

る
地
域
づ
く
り
応
援
事
業
等
、

市
民
の
生
命
財
産
を
守
る
事
業

や
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
事
業

を
実
施
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

　
ま
た
、
観
光
施
策
に
お
い
て

も
、
門
脇
駐
車
場
を
拡
張
し
、

有
料
化
に
向
け
た
施
策
を
展
開

し
た
こ
と
は
、
本
市
に
と
っ
て

有
益
な
事
業
と
し
て
評
価
す
る
。

　
平
成
一
九
年
度
を
通
じ
、
経

費
の
削
減
、
実
質
収
支
の
改
善
、

市
債
残
高
の
減
少
、
基
金
の
増

額
な
ど
が
見
ら
れ
、
﹁
伊
東
再

生
﹂
の
効
果
が
顕
著
に
あ
ら
わ

れ
た
決
算
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

︽
賛
成
　
会
派
民
政
︾

　
二
億
四
〇
〇
〇
万
円
余
の
繰

り
越
し
が
で
き
た
こ
と
等
、
努

力
は
う
か
が
え
る
が
、
健
康
保

養
地
づ
く
り
事
業
で
実
施
し
た
、

健
脳
健
身
教
室
な
ど
の
事
業
効

果
等
が
定
か
で
な
く
、
マ
リ
ン

タ
ウ
ン
に
設
置
し
た
機
器
は
、

広
く
市
民
が
利
用
で
き
ず
、
施
設

の
整
備
や
広
報
に
加
え
、
だ
れ

〇
円
の
当
年
度
純
利
益
を
計
上

し
ま
し
た
が
、
資
本
的
収
支
は
、

収
入
が
三
億
七
七
七
四
万
円
、

支
出
が
一
〇
億
八
五
〇
〇
万
二

〇
〇
〇
円
で
、
七
億
七
二
六
万

二
〇
〇
〇
円
の
不
足
と
な
り
、

損
益
勘
定
留
保
資
金
等
で
補
て

ん
し
ま
し
た
。

　
本
市
の
財
政
は
、
平
成
一
五

年
度
以
降
、
財
政
健
全
化
債
や

退
職
手
当
債
の
借
り
入
れ
に
よ

っ
て
黒
字
を
確
保
す
る
と
い
う

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
実
質
収
支
比
率
や
積
立
金

現
在
高
等
が
上
昇
傾
向
に
転
ず

る
と
と
も
に
、
起
債
残
高
も
減

少
を
続
け
、
健
全
化
判
断
比
率

は
健
全
段
階
を
示
す
な
ど
、

﹁
伊
東
再
生
﹂を
最
重
要
課
題
と

し
た
改
革
へ
の
取
り
組
み
の
成

果
が
あ
ら
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
本
決
算
の
意
義
を
真
摯
に
受

け
と
め
、
﹁
３
つ
の
Ｋ
﹂
の
さ

ら
な
る
飛
躍
・
発
展
へ
と
つ
な

げ
、
﹁
伊
東
再
生
﹂
を
な
し
遂

げ
る
た
め
、
引
き
続
き
、
最
善

の
努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
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平成19年度　一般会計・特別会計・企業会計決算

歳　　入

決算額（円）

合　　計

一般会計

収入率
（％）

区　分

会計別

下 水 道 事 業

競 輪 事 業

国民健康保険事業

交通災害共済事業

土 地 取 得

老 人 保 健

霊 園 事 業

介 護 保 険 事 業

介護老人保健施設

22,441,512,747

2,373,127,270

14,724,481,243

10,690,773,245

4,036,284

134,659,022

6,772,098,309

145,184,610

4,883,274,740

39,361,809

62,208,509,279

98.95


89.31


93.01


103.30


99.81


100.00


97.58


99.38


97.67


99.90


97.53


22,190,397,487

2,359,028,799

15,322,643,868

10,088,221,572

4,036,284

134,618,357

6,793,381,473

145,102,990

4,867,460,366

39,221,128

61,944,112,324

○

◎

◎

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

—

特

別

会

計

審議

結果

歳　　出

執行率
（％）

決算額（円）

決算額（円） 決算額（円）

97.84


88.78


96.79


97.48


99.81


99.97


97.89


99.32


97.35


99.55


97.12


収　　入

収入率
（％）

区　分

会計別

収益勘定

資本勘定

収益勘定

資本勘定

3,555,805,124

195,504,000

1,859,099,561

377,740,200

97.83


100.00


102.65


102.77


3,586,658,429

233,363,512

1,606,308,462

1,085,002,177

企

業

会

計

審議

結果

支　　出

執行率
（％）

97.60


100.00


97.25


95.64


病院事業

水道事業

◎

◎

◎全会一致で認定　○賛成多数で認定



議案番号 件　　　　名 概　　　　要 提出者 審議結果

（報告、質疑のみ）

全会一致

で可決　

市認第７号

市認第18号

市報第５号

市議第７号

市長

市長

市長

平成19年度伊東市一般会計歳入歳出

決算、以下、９特別会計歳入歳出決

算と２企業会計決算

平成19年度健全化判断比率及び資金

不足比率の報告について

地方自治法の一部を改正する法律の

施行に伴う関係条例の整理に関する

条例

※各決算の概要は、３ページの各会計決算の表を

　ごらんください。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成

19年法律第94号）の規定に基づき、平成19年度健

全化判断比率と、病院事業会計、水道事業会計、

下水道事業特別会計の資金不足比率を報告

地方自治法の一部を改正する法律（平成20年法律

第69号）の施行に伴い、特別職の報酬から議員の

報酬の規定が分離されるとともに「議員報酬」に

改められたことによる関係条例の整理

市議会9月定例会で審議した議案等 

３ページの各

会計決算の表

をごらんくだ

さい。

も
が
賛
同
し
、
参
加
で
き
る
事

業
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
し
、
同

所
へ
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
設
置
は
、

市
内
へ
の
誘
客
に
効
果
も
な
く
、

市
予
算
支
出
も
理
解
で
き
な
い
。

　
さ
ら
に
、
元
気
の
あ
る
地
域

づ
く
り
応
援
事
業
は
、
使
途
に

対
す
る
指
導
が
必
要
で
あ
っ
た

し
、
ご
み
の
有
料
化
は
、
分
別

の
徹
底
が
先
で
あ
り
、
市
民
を

一
層
苦
し
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
意
見
を
今
後
の
市
政

の
参
考
と
さ
れ
る
よ
う
申
し
上

げ
、
認
定
に
賛
成
す
る
。

︽
賛
成
　
清
峰
ク
ラ
ブ
︾

　
健
康
増
進
、
観
光
振
興
、
行

財
政
改
革
の
﹁
３
つ
の
Ｋ
﹂
の

推
進
を
評
価
す
る
が
、
生
活
保

護
費
等
の
占
め
る
割
合
が
高
く
、

市
民
の
目
線
は
厳
し
い
こ
と
と
、

教
育
費
は
人
材
育
成
に
係
る
必

要
な
投
資
と
考
え
、
増
額
す
べ

き
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　
情
報
発
信
基
地
と
し
て
の
マ

リ
ン
タ
ウ
ン
の
役
割
は
不
十
分

で
あ
り
、
反
省
を
求
め
る
。

　
ま
た
、
我
が
会
派
が
提
案
す

る
、
商
業
活
動
の
活
性
化
に
向

け
た
人
口
増
加
策
へ
の
早
急
な

対
応
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
よ
る
ご
み
の
減

量
化
、
お
も
て
な
し
の
心
を
前

面
に
出
し
た
、
観
光
地
づ
く
り

等
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
新
年
度
予
算
は
、
﹁
教
育
﹂

と
﹁
環
境
﹂
を
加
え
た
﹁
５
つ

の
Ｋ
﹂
が
柱
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
、
認
定
に
賛
成
す
る
。

︽
賛
成
　
公
明
党
︾

　
自
主
財
源
が
歳
入
全
体
の
六

三
・
五
％
を
占
め
、
前
年
度
比
五

％
の
増
加
は
、
三
位
一
体
改
革

に
伴
う
税
源
移
譲
や
コ
ン
ビ
ニ

収
納
、
徴
収
員
の
活
用
、
市
税
等

特
別
滞
納
整
理
等
に
よ
る
市
税

の
収
納
率
が
向
上
し
た
こ
と
が

要
因
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
、
重
要

施
策
で
あ
る
健
康
増
進
、
観
光

振
興
、
行
財
政
改
革
の
﹁
３
つ

の
Ｋ
﹂
を
念
頭
に
お
い
た
サ
マ

ー
レ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
、
経
費
節

減
や
人
件
費
削
減
を
行
っ
た
こ

と
に
よ
る
財
源
確
保
が
図
ら
れ

た
こ
と
も
そ
の
要
因
で
あ
る
。

　
こ
の
貴
重
な
財
源
は
、
観
光

振
興
、
医
療
施
設
設
置
基
金
へ

の
積
み
立
て
に
充
て
る
な
ど
、

予
算
の
重
点
配
分
に
意
を
尽
く

さ
れ
た
と
判
断
す
る
も
の
で
あ

り
、
さ
ら
な
る
伊
東
再
生
へ
の

取
り
組
み
を
願
う
と
と
も
に
、

観
光
振
興
の
広
が
り
を
期
待
し
、

認
定
に
賛
成
す
る
。

︽
賛
成
　
正
風
・
興
志
会
︾

　
歳
入
に
お
け
る
固
定
資
産
税

等
の
減
収
が
あ
っ
た
も
の
の
、

税
源
移
譲
に
よ
る
市
民
税
や
使

用
料
及
び
手
数
料
等
の
増
加
に

よ
り
財
源
確
保
を
図
り
、
歳
出

で
は
、
多
数
の
事
務
事
業
や
職

員
給
与
を
見
直
し
、
得
ら
れ
た

財
源
を
有
効
か
つ
効
果
的
に
活

用
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

　
ま
た
、
生
活
道
路
の
整
備
、

城
ヶ
崎
門
脇
駐
車
場
拡
張
事
業

を
初
め
と
し
た
新
規
事
業
へ
の

着
手
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、

商
店
街
の
活
性
化
策
等
、
市
民

の
目
線
に
立
っ
た
施
策
を
実
施

し
、
伊
東
再
生
の
歩
み
を
確
実

に
進
め
た
も
の
と
高
く
評
価
す

る
。

　
新
年
度
予
算
の
編
成
に
当
た

っ
て
は
、
今
決

算
状
況
を
考
察

し
つ
つ
、
活
力

あ
る
地
域
社
会

づ
く
り
と
市
民

の
福
祉
向
上
に

全
力
で
取
り
組

ま
れ
る
こ
と
を

期
待
し
、
認
定

に
賛
成
す
る
。

平成19年度一般会計歳入歳出決算　起立採決

〜

市 議 会 だ よ り
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議案番号 件　　　　名 内　　　　容 提出者 審議結果

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で可決　

全会一致

で同意　

全会一致

で同意　

市議第８号

市議第９号

市議第10号

市議第11号

市議第12号

発議第３号

発議第４号

市選第１号

市選第２号

市選第３号

陳情第５号

市長

市長

市長

市長

市長

議員

６名

議員

６名

市長

市長

ふるさと伊東応援基金条例

伊東市自転車競走実施条例の一部を

改正する条例

平成20年度伊東市一般会計補正予算

（第１号）

平成20年度伊東市国民健康保険事業

特別会計補正予算（第１号）

平成20年度伊東市介護保険事業特別

会計補正予算（第１号）

学校耐震化に関する意見書

森林・林業・木材関連産業政策と国

有林野事業の健全化を求める意見書

教育委員会委員任命の同意について

〃

監査委員選任の同意について

現行保育制度の堅持・拡充と保育・

学童保育・子育て支援予算の大幅増

額を求める意見書提出を求める陳情

ふるさと納税制度を導入するに当たり、全国から

募った寄附金を積み立て、財源として活用するた

め、ふるさと伊東応援基金を設置

自転車競技法の改正に伴う引用条項の整理と、各

地区自転車競技会が、財団法人日本自転車競技会

に統合されたことによる当該条項の改正

保育園、南小、対島中学校屋内体育館等の耐震診

断や耐震補強計画の策定、小室コミセン屋根改修

工事、誘客宣伝事業費など、歳入歳出に２億9,420

万６千円を追加

前年度の事業費の確定に伴う国庫支出金や療養給

付費等交付金返還金など、歳入歳出に３億2,715万

７千円を追加

保険給付費支払準備基金積立金の追加や介護予防

事業費支払い基金交付金の返還金など、歳入歳出

に1,958万７千円を追加

文部科学大臣ほか関係機関に提出

農林水産大臣ほか関係機関に提出

佐々木　誠氏（宇佐美）

上村昌延氏（富戸）

谷口　豊氏（中央町）

陳情者：伊東の子どもをよくする会

　　　　代表　斉藤十郎氏

　　　　伊東市立保育園父母の会連合会

　　　　代表　丸山　淳氏

委員長　久保谷廠司（正）副委員長　稲葉正仁（自）

委　員　掬川武義（民）鈴木克政（民）西島　彰（正）井戸清司（清）佐藤美音（共）

委員長　大島春之（共）副委員長　鳥居康子（公）

委　員　伊東良平（民）横沢　勇（民）稲葉富士憲（清）三枝誠次（自）

委員長　浅田良弘（民）副委員長　楠田一男（公）

委　員　竹田昭直（民）土屋　進（正）佐々木　清（清）重岡秀子（共）

委員長　伊東良平（民）副委員長　久保谷廠司（正）

委　員　浅田良弘（民）土屋　進（正）鳥居康子（公）佐々木　清（清）佐藤美音（共）

委員長　佐藤美音（共）副委員長　西島　彰（正）

委　員　掬川武義（民）浅田良弘（民）竹田昭直（民）久保谷廠司（正）鳥居康子（公）

　　　　井戸清司（清）佐々木　清（清）三枝誠次（自）

委員長　鈴木克政（民）副委員長　大島春之（共）

委　員　伊東良平（民）横沢　勇（民）土屋　進（正）楠田一男（公）稲葉富士憲（清）

　　　　重岡秀子（共）稲葉正仁（自）

常任総務委員会

常任観光建設委員会

常任福祉文教委員会

議会運営委員会

議会改革特別委員会

医療問題特別委員会

※佐藤一夫議長（公）、宮崎雅薫副議長（正）は、それぞれ総務委員、観光建設委員に就任していますが、正副議長職に専念する
　ため、委員活動を辞退しています。




会派略名：（民）会派民政　（正）正風・興志会　（公）公明党　（清）清峰クラブ　（共）日本共産党　（自）自民輝21





委員会の構成

不採択とすべし

とした委員会報

告に対し賛成多

数で不採択
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伊東マリンタウンに新設されたウッドデッキ

収納率の向上に努める伊東市

　
三
つ
の
Ｋ
の
う
ち
﹁
観
光
﹂

が
最
重
要
事
項
で
あ
る
と
思
う

が
、
観
光
費
の
決
算
額
は
約
六

億
七
〇
〇
〇
万
円
で
、
歳
出
に

占
め
る
割
合
は
三
％
で
あ
る
。

　
国
際
観
光
温
泉
文
化
都
市
と

し
て
、
歳
出
全
体
の
構
成
比
か

ら
、
観
光
施
策
の
展
開
が
十
分

に
な
さ
れ
、
所
期
の
目
的
が
達

成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
か
。

苦
戦
の
続
く
観
光
地
の
中
で
は

善
戦
し
て
い
る

市
長

　
観
光
施
策
に
つ
い
て
は
、
独

自
性
を
も
っ
た
誘
客
イ
ベ
ン
ト
、

魅
力
あ
る
観
光
資
源
の
掘
り
起

こ
し
、
広
報
宣
伝
事
業
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
富
士
山
静
岡

空
港
の
開
港
を
控
え
、
外
国
人

観
光
客
の
誘
客
活
動
に
も
取
り

組
ん
だ
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
一

九
年
も
年
間
宿
泊
者
数
が
三
〇

〇
万
人
を
超
え
、
苦
戦
の
続
く

観
光
地
の
中
で
は
善
戦
し
て
お

り
、
概
ね
所
期
の
目
的
を
達
成

し
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
さ
ら
に
、
関
係
団
体
等

と
協
調
し
、
国
際
観
光
温
泉
文

化
都
市
と
し
て
の
基
盤
整
備
に

も
努
め
て
い
き
た
い
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
市
内
の
景
気
動
向
と
市
民
要

求
に
つ
い
て

■
育
英
奨
学
金
の
利
用
者
の
拡

充
及
び
医
師
不
足
解
消
の
た

め
の
奨
学
金
制
度
の
創
設
に

つ
い
て

■
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税

の
南
部
地
域
へ
の
還
元
に
つ

い
て

■
主
要
県
道
伊
東
大
仁
線
県
単

道
路
改
良
事
業
に
つ
い
て

国
際
観
光
温
泉
文
化
都
市
と

し
て
の
観
光
施
策
に
つ
い
て

　
市
税
の
収
納
率
は
、
近
年
回

復
傾
向
に
は
あ
る
が
、
収
入
未

済
額
は
約
二
七
億
円
と
膨
大
な

額
で
あ
り
、
不
納
欠
損
額
も
約

二
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
市
の
運
営
基
盤
を
な
す
市

税
収
入
は
、
住
民
福
祉
向
上
に

還
元
す
る
仕
組
み
の
源
で
あ
り
、

市
税
徴
収
業
務
は
堅
実
に
行
わ

れ
て
い
る
が
、
税
負
担
の
公
平

性
の
観
点
か
ら
、
収
納
率
の
さ

ら
な
る
向
上
策
、
不
納
欠
損
へ

の
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

新
た
な
滞
納
発
生
を
抑
止
し
、

適
正
な
欠
損
処
理
を
努
め
た
い

市
長

　
収
納
率
の
向
上
策
に
つ
い
て

は
、
口
座
振
替
や
、
コ
ン
ビ
ニ

収
納
の
利
用
促
進
な
ど
、
新
た

な
滞
納
の
発
生
を
抑
止
す
る
努

力
を
行
う
と
と
も
に
、
差
押
処

分
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
を
図

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
納

付
困
難
な
方
に
は
早
期
の
面
談

を
心
が
け
、
納
税
相
談
や
分
納

促
進
な
ど
に
努
め
て
い
る
。

　
不
納
欠
損
処
理
に
つ
い
て
は
、

滞
納
者
の
財
産
、
生
活
状
況
等

の
調
査
を
行
う
中
で
、
地
方
税

法
の
規
定
に
基
づ
き
適
正
な
執

行
に
努
め
た
い
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
平
成
一
九
年
度
決
算
を
踏
ま

え
、
財
政
構
造
、
市
債
及
び

基
金
に
つ
い
て

■
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・
通
称
伊
豆
半
島
サ
ミ
ッ
ト

の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

・
競
輪
事
業
に
つ
い
て

・
新
市
民
病
院
に
つ
い
て

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

保
健
医
療
対
策
に
つ
い
て

市
税
の
収
納
率
の
向
上
策
及

び
不
納
欠
損
へ
の
対
応
策
は

会派民政
伊東良平議員

正風・興志会
久保谷廠司議員

平成19年度各会計決算及び 
市長の政治姿勢について 

5会派から質問 
（登壇順に掲載）

市 議 会 だ よ り
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市南部地域の遠景

移転に伴い、さらなる充実が
求められる市民病院




財
政
や
経
済
活
性
化
の
面
か

ら
、
人
口
増
加
に
向
け
、
積
極

的
に
移
住
者
を
受
け
入
れ
る
べ

き
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、

そ
の
最
低
条
件
で
あ
る
が
、
昭

和
三
〇
年
代
に
開
発
さ
れ
た
分

譲
地
の
中
に
は
、
分
譲
し
た
会

社
が
破
綻
し
、
管
理
業
務
を
自

治
会
が
担
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
特
に
水
道
管
の
老
朽
化

が
激
し
く
、
対
応
策
を
模
索
し

て
い
る
。

　
水
道
等
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進

ん
で
い
な
い
分
譲
地
に
対
す
る

対
応
と
、
将
来
の
展
望
を
伺
う
。

市
南
部
地
域
の
水
道
の
拡
張
事

業
を
進
め
て
い
る

市
長




民
間
事
業
者
が
水
道
を
供
給

し
て
い
る
分
譲
地
に
つ
い
て
は
、

応
分
の
負
担
等
、
条
件
が
整
い

し
だ
い
市
水
道
へ
の
統
合
を
進

め
る
と
と
も
に
、
市
南
部
地
域

の
拡
張
事
業
に
よ
り
、
施
設
等

の
整
備
を
行
い
、
安
定
給
水
を

図
っ
て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
平
成
一
九
年
度
決
算
か
ら

・
新
病
院
建
設
、
環
境
美
化

セ
ン
タ
ー
改
修
等
大
規
模

事
業
に
伴
う
経
常
収
支
比

率
の
推
移
と
必
要
な
投
資

的
経
費
の
確
保
に
つ
い
て

・
新
病
院
建
設
に
踏
み
出
す

に
至
っ
た
理
由

■
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・
都
市
圏
か
ら
の
移
住
者
の

増
加
を
図
る
た
め
の
施
策

・
職
員
に
高
い
志
を
持
た
せ

る
た
め
の
施
策
と
そ
の
評

価
・
職
員
の
仕
事
量
の
増
大
に

対
す
る
対
処
策
に
つ
い
て

定
住
者
増
加
の
た
め
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
伺
う

　
重
篤
患
者
が
山
越
え
す
る
こ

と
で
命
を
奪
わ
れ
る
悲
し
い
事

態
を
食
い
と
め
た
い
と
、
市
民

は
長
年
切
望
し
て
き
た
。

　
新
病
院
に
お
い
て
、
そ
の
願

い
に
こ
た
え
る
医
療
の
充
実
、

診
療
科
の
充
実
、
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　要
望
の
多
い
診
療
科
、
救
急
部

門
等
の
充
実
、
強
化
を
図
る

市
長

　
市
内
で
対
応
が
困
難
な
場
合

は
、
市
外
の
第
三
次
救
急
医
療

機
関
に
搬
送
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
た
め
連
携
し
て
い
き
た
い
。

　
新
病
院
で
は
、
市
民
の
要
望

が
多
か
っ
た
循
環
器
科
や
脳
神

経
外
科
な
ど
の
診
療
科
、
Ｉ
Ｃ

Ｕ
等
救
急
部
門
の
充
実
、
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
床

や
健
診
・
検
査
部
門
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
指
定
管
理
者
と
連
携

し
、
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
努
め

て
い
き
た
い
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
市
民
病
院
の
建
設
費
と
そ
の

許
容
範
囲
に
つ
い
て

■
暮
ら
し
や
営
業
を
守
る
上
で

の
緊
急
融
資
や
市
税
の
減
免

制
度
拡
充
に
つ
い
て

■
平
成
一
九
年
度
決
算
を
踏
ま

え
て

・
﹁
骨
太
方
針
２
０
０
６
﹂

に
お
け
る
自
治
体
財
政
へ

の
影
響
に
つ
い
て

・
新
た
な
観
光
の
魅
力
に
あ

わ
せ
て
、
宇
佐
美
海
水
浴

場
等
の
遠
浅
の
砂
浜
の
魅

力
維
持
に
力
を
注
ぐ
べ
し

・
ご
み
減
量
化
の
諸
施
策
と

取
り
組
み
に
つ
い
て

重
篤
患
者
が
山
越
え
し
な
い

で
済
む
市
民
病
院
と
す
る
た

め
の
診
療
科
の
充
実
、
ス
タ

ッ
フ
の
確
保
に
つ
い
て

　　
本
市
で
も
多
く
の
外
国
人
観

光
客
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
よ
り
一
層
の
誘
客
を
図

る
に
は
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
観
光
振
興
策
が
必
要
と
考

え
る
。

　
幸
い
本
市
に
は
、
四
季
折
々

の
自
然
や
豊
富
な
温
泉
が
あ
り
、

そ
れ
ら
の
活
用
が
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
が
、
新
規
事
業
と
し
て
取

り
組
ん
だ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
宣
伝

事
業
の
成
果
を
伺
う
。

着
実
に
成
果
は
あ
ら
わ
れ
て
お

り
、
よ
り
一
層
外
国
人
観
光
客

誘
致
を
図
る

市
長

　
外
国
人
観
光
客
の
関
心
が
高

い
温
泉
を
中
心
に
情
報
発
信
を

行
う
と
と
も
に
、
宿
泊
施
設
等

の
従
業
員
へ
の
お
も
て
な
し
研

修
、
外
国
語
併
記
の
案
内
看
板

新
規
事
業
で
あ
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
宣
伝
事
業
の
成
果
を
伺

う

清峰クラブ
稲葉富士憲議員

日本共産党
佐藤美音議員

公明党
楠田一男議員

市 議 会 だ よ り
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「市道宮川・桜ガ丘線」の交差点

外国人観光客に対する
「おもてなしハンドブック」

　
鎌
田
地
区
で
は
、
交
通
安
全

に
対
す
る
地
域
住
民
一
人
一
人

の
意
識
向
上
に
よ
り
、
事
故
件

数
が
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

危
険
箇
所
が
多
く
、
特
に
市
道

下
方
・
海
立
線
と
市
道
宮
川
・

桜
ガ
丘
線
の
交
差
点
は
、
変
則

的
で
見
通
し
が
悪
く
、
横
断
歩

道
が
な
い
こ
と
か
ら
、
通
学
時

も
含
め
、
日
常
的
に
危
険
な
箇

所
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
地
域
住
民
の
安
全

確
保
の
観
点
か
ら
、
早
急
に
横

断
歩
道
の
設
置
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

伊
東
警
察
署
及
び
関
係
機
関
と

引
き
続
き
協
議
し
て
い
く

市
長

　
当
該
交
差
点
は
、
通
学
児
童

な
ど
横
断
す
る
歩
行
者
が
多
く

見
受
け
ら
れ
、
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
現
在
、
伊
東
警
察
署

に
横
断
歩
道
の
設
置
要
望
が
さ

れ
、
検
討
し
て
い
る
と
伺
っ
て

い
る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
伊
東
警

察
署
及
び
関
係
機
関
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
弁
当
注
文
販
売
方
式
の
実
績

及
び
弁
当
購
入
に
対
す
る
公

費
負
担
の
考
え
は

■
中
学
校
給
食
実
施
に
向
け
た

新
組
織
構
築
の
考
え
は

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
推
進
を
図

る
上
で
、
生
徒
へ
の
地
域
行

事
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

■
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
等
に

お
け
る
奉
仕
作
業
で
排
出
さ

れ
た
ご
み
の
対
応
に
つ
い
て

■
市
民
に
対
す
る
庁
舎
内
会
議

室
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て

市
道
下
方
・
海
立
線
と
市
道

宮
川
・
桜
ガ
丘
線
の
交
差
点

へ
の
横
断
歩
道
設
置
に
つ
い

て

　
﹁
元
気
の
あ
る
地
域
づ
く
り

応
援
事
業
﹂
の
成
功
を
礎
と
し

て
、
元
気
を
失
っ
て
い
る
市
内

商
店
街
の
奮
起
を
促
す
﹁
元
気

の
あ
る
商
店
街
づ
く
り
応
援
事

業
﹂
を
提
案
す
る
が
、
い
か
が

か
。

商
店
街
活
性
化
に
効
果
が
あ
る

の
で
、
研
究
・
協
議
を
進
め
る

市
長

　
全
国
的
に
商
店
街
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
﹁
元
気
の

あ
る
商
店
街
づ
く
り
応
援
事
業

補
助
金
制
度
﹂
を
創
設
し
、
意

欲
あ
る
商
店
街
が
実
施
す
る
イ

ベ
ン
ト
、
装
飾
等
に
所
要
の
助

成
を
す
る
こ
と
は
、
商
店
街
の

活
性
化
を
図
る
上
で
効
果
の
あ

る
事
業
で
あ
る
の
で
、
関
係
機

関
で
あ
る
伊
東
商
工
会
議
所
と

﹁
元
気
の
あ
る
商
店
街
づ
く

り
応
援
事
業
﹂
の
創
設
に
つ

い
て

会派民政

浅田良弘議員

正風・興志会

西島　彰議員

設
置
な
ど
、
受
け
入
れ
体
制
の

整
備
を
進
め
て
お
り
、
平
成
一

九
年
の
宿
泊
客
数
が
前
年
比
約

一
六
％
増
と
着
実
に
成
果
が
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。

　
今
後
も
中
長
期
的
な
視
点
で
、

よ
り
一
層
外
国
人
観
光
客
誘
致

を
図
っ
て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
一
九
年
度
に
お
け
る
行
財
政

改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

と
し
て
二
点

■
一
九
年
度
の
財
務
状
況
を
踏

ま
え
た
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
と
し
て
五
点

■
一
九
年
度
決
算
の
歳
入
に
つ

い
て
と
し
て
三
点

■
一
九
年
度
決
算
の
歳
出
に
つ

い
て
と
し
て
二
点

■
一
九
年
度
決
算
を
踏
ま
え
た

今
後
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

5議員が登壇 
市政全般について質問 

（登壇順に掲載）

市 議 会 だ よ り
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富戸の産業廃棄物安定型最終処分場

全日本小学生バレーボール大会
静岡県大会で優勝した深山クラブ

商店街イベントの様子

　
富
戸
の
産
業
廃
棄
物
処
理
施

設
は
海
洋
公
園
付
近
に
あ
り
、

縦
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
横
一
五

〇
メ
ー
ト
ル
に
近
い
大
規
模
な

施
設
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
陶

磁
器
等
の
安
定
五
品
目
の
埋
め

立
て
を
行
う
産
業
廃
棄
物
安
定

型
最
終
処
分
場
と
し
て
、
昭
和

六
三
年
か
ら
操
業
し
て
お
り
、

当
計
画
は
、
そ
の
区
域
を
拡
張

し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
が
、
同

地
は
海
に
接
近
し
、
汚
染
物
質

が
発
生
し
た
場
合
、
海
に
流
失

す
る
危
険
性
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
施
設
へ
の
許
認

可
等
に
つ
い
て
は
、
県
の
管
轄

で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
海
が

観
光
や
産
業
に
と
っ
て
大
き
な

資
源
で
あ
る
本
市
と
し
て
、
対

処
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

公
害
関
係
諸
法
令
に
反
し
な
い

よ
う
、
要
望
し
て
い
る

市
長

　
同
施
設
は
、
立
ち
入
り
検
査

に
よ
り
、
適
正
な
管
理
が
な
さ

れ
て
い
る
と
の
県
の
報
告
や
、

安
定
品
目
を
取
り
扱
う
最
終
処

分
場
で
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、

公
害
関
係
諸
法
令
を
遵
守
す
る

施
設
な
ら
ば
、
計
画
地
面
積
等

の
変
更
に
つ
い
て
、
支
障
は
な

い
旨
の
回
答
を
県
に
提
出
し
た
。

　
事
業
者
に
お
い
て
は
、
住
民

説
明
会
を
開
催
し
、
本
申
請
の

準
備
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
本
市
と
し
て
、
公
害
関

係
諸
法
令
に
反
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
要
望
し
て
い
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
教
育
関
係
現
場
の
臨
時
職
員

の
現
状
と
今
後
の
対
応

■
出
張
所
業
務
の
見
直
し
や
拡

大
が
図
れ
な
い
か

産
廃
処
理
施
設
の
拡
張
計
画

に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て日本共産党

重岡秀子議員

　
こ
こ
数
年
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
系
に
お
け
る
本
市
の
小
・
中

学
生
、
高
校
生
の
活
躍
は
顕
著

で
、
小
学
生
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

の
活
躍
を
初
め
、
個
人
・
団
体

競
技
を
問
わ
ず
、
全
国
大
会
で

優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
て
お
り
、

本
市
と
し
て
も
誇
ら
し
い
こ
と

で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
強
く
な
る

ほ
ど
遠
征
試
合
や
合
宿
等
の
機

会
も
ふ
え
、
家
計
を
切
り
詰
め

る
等
、
経
済
的
に
も
苦
し
い
思

い
を
し
て
い
る
家
庭
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
向

け
た
奨
励
金
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
伺
う
。

ス
ポ
ー
ツ
全
国
大
会
出
場
賞
賜

金
交
付
要
綱
を
制
定
し
た

市
長

　
七
月
に
、
﹁
伊
東
市
ス
ポ
ー

ツ
全
国
大
会
出
場
賞
賜
金
交
付

要
綱
﹂
を
制
定
し
て
お
り
、
全

日
本
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
果
た

し
た
﹁
深
山
ク
ラ
ブ
﹂
に
、
既

に
賞
賜
金
が
贈
ら
れ
て
い
る
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
環
境
問
題
、
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
削
減
へ
の
施
策

・
小
・
中
学
校
に
お
け
る
環

境
教
育
の
充
実

・
焼
却
ご
み
減
量
に
向
け
た

目
的
分
別
の
徹
底

■
安
心
・
安
全
な
都
市
生
活
へ

の
施
策

・
通
学
路
の
整
備
・
安
全
対
策

・
危
険
箇
所
へ
の
信
号
の
設
置

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

・
宇
佐
美
中
学
校
プ
ー
ル
の
一

般
へ
の
再
開
放
の
考
え
は

・
小
室
山
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
の
進
捗
状
況
と
県
事

業
で
の
総
合
体
育
館
建
設

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
金
制
度
の
導

入
に
つ
い
て

研
究
・
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
使
用
料
、
市
税
等
の
収
納
に

つ
い
て

・
平
成
一
九
年
度
未
収
額
と

累
計
額
及
び
今
後
の
回
収

対
策

・
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
現
況
と

成
果

・
静
岡
地
方
税
滞
納
整
理
機

構
の
現
況
と
成
果

■
ご
み
行
政
に
つ
い
て

・
家
庭
系
ご
み
の
戸
別
収
集

・
レ
ジ
袋
の
有
料
化
と
マ
イ

バ
ッ
グ
運
動

・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
施
行

後
の
不
法
投
棄
の
現
状
と

今
後
の
防
止
策

■
子
供
を
有
害
情
報
等
か
ら
守

る
携
帯
電
話
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て

清峰クラブ

井戸清司議員

市 議 会 だ よ り
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傍聴席から見た議場

ジェネリック医薬品（後発薬）使用促進の記事

　
市
政
に
対
す
る
真
剣
な
議
論

の
様
子
を
直
接
ご
覧
に
な
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。




傍
聴
席
入
り
口
で
記
名
等
を

し
て
い
た
だ
く
だ
け
の
簡
単
な

手
続
き
で
傍
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
市
議
会
図
書
室
に
は
、
昭
和

三
四
年
か
ら
の
市
議
会
会
議
録

を
初
め
、
官
報
、
県
公
報
、
議

会
や
行
政
に
関
す
る
一
般
図
書
、

伊
東
市
発
行
の
図
書
、
法
令
集

な
ど
、
約
七
七
〇
冊
を
所
蔵
し

て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
、

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
議
会
事

務
局
︵
市
役
所
低
層
棟
三
階
︶

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
所
蔵
図
書
の
一
覧
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
杉
山
利
郎
議
員
が
八
月
一
七

日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
冒
頭
、
黙
　
を
さ
さ
げ
、

全
議
員
を
代
表
し
て
、
大
島
春

之
議
員
が
追
悼
演
説
を
行
い
ま

し
た
。

　
多
大
な
る
ご
功
績
を
し
の
び
、

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　
議
員
が
市
内
に
お
い
て
、
次

の
行
為
を
行
う
こ
と
は
、
公
職

選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る

も
の
を
除
き
、
年
賀
状
、
暑

中
見
舞
状
な
ど
の
時
候
の
あ

い
さ
つ
状
︵
電
報
な
ど
も
含

ま
れ
る
。
︶
は
出
し
て
は
な

ら
な
い
。

■
年
賀
、
暑
中
見
舞
な
ど
、
時

候
の
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
し

た
有
料
広
告
︵
新
聞
、
雑
誌
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
︶
は
出
し

て
は
な
ら
な
い
。

■
政
党
、
そ
の
他
の
政
治
団
体

　
や
親
族
に
対
す
る
も
の
を
除

　
き
、
い
か
な
る
名
義
を
も
っ

て
し
て
も
、
寄
附
を
し
て
は

な
ら
な
い
。

故杉山利郎議員

市議2期
享年59歳

　
国
民
医
療
費
が
増
加
の
一
途

を
た
ど
る
中
、
今
後
の
超
高
齢

化
社
会
に
耐
え
得
る
医
療
保
険

制
度
の
改
革
が
な
さ
れ
て
お
り
、

医
療
費
削
減
の
観
点
か
ら
、
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促

進
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、
利
用

数
が
ふ
え
な
い
状
況
か
ら
、
本

年
四
月
よ
り
処
方
箋
様
式
を
変

更
す
る
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
。

　
あ
る
自
治
体
で
は
、
調
剤
費

削
減
施
策
と
し
て
、
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
か
え
た
場

合
の
削
減
金
額
の
通
知
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
た
。

　
処
方
箋
様
式
を
変
更
す
る
こ

と
で
利
用
数
は
ふ
え
て
い
く
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、
本
市
独
自

の
促
進
策
を
講
ず
べ
き
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

医
療
機
関
等
と
連
携
し
使
用
促

進
を
図
っ
て
い
く

市
長

　
本
市
の
国
民
健
康
保
険
事
業

に
お
け
る
療
養
給
付
費
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
特
に
調
剤
費

は
毎
年
一
〇
％
以
上
の
増
加
率

を
示
し
て
い
る
。
国
民
健
康
保

険
事
業
運
営
の
健
全
化
を
図
る

た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
普
及
促
進
を
図
る
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。
今
後
と
も
、
使
用

促
進
を
図
る
た
め
の
方
策
に
つ

い
て
、
医
療
機
関
等
と
連
携
し
、

調
査
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

﹃
そ
の
他
の
質
問
項
目
﹄

■
苦
情
が
多
い
猫
に
関
す
る
指

導
要
綱
の
制
定
に
つ
い
て

■
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
を
実
施
す
べ
き
で
は
。
ま

た
、
高
齢
者
の
身
の
周
り
の

軽
易
な
困
り
事
を
支
援
す
る

事
業
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品︵
後
発

薬
︶の
普
及
促
進
に
つ
い
て

公明党

鳥居康子議員

市 議 会 だ よ り
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問

　文化財管理センターを、より

一層充実させるべきではないか

と考えるが、いかがか。

答

　本市の文化財資料が大量に保

存されていると同時に、市史編

さん委員から、同館の展示方法

は非常に見やすく、多くの方に

見ていただくべきであるとの高

い評価を得ていることから、さ

らなる入館者数増に向け、活用

を検討してまいりたい。

問

　国民健康保険証の再交付の状

況について伺う。

答

　カード化に伴い、紛失や損傷

される方がふえたと認識してい

るが、簡単な書式であり、本庁

または出張所で申請いただけれ

ば、その場で速やかに再発行で

きる。

　なお、不正申請等の防止のた

め、本人確認のできる身分証明

書等の提示を求めている。

問

　門脇駐車場の有料化から約半

年が経過したが、その実績を伺

う。また、有料化に伴う収益に

より城ヶ崎海岸遊歩道の整備を

実施するのか。

答

　当初、１日200台、3,650万

円の年間収入を見込んでいたが、

現況の駐車台数から判断すると、

当初見込みの1.5倍から２倍近

くになるのではないかと想定し

ている。

　また、遊歩道整備は富戸から赤

沢まで既に計画が決定されてお

り、その事業費に充当していく。

問

　多くの観光イベントがある中

で、参加者等の意見を集約する

など、反省点や改善点の検証を

しているのか。

答

　スクラップ・アンド・ビルド

の観点から、日常的に事業の見

直しを行い、取捨選択をしつつ、

よりよいイベントの構築をして

いる。

問

　最近、頻繁に発生するゲリラ

豪雨等の大雨の際には、広報が

聞こえにくく、ＦＭも受信状況

が安定せず、情報収集に苦慮し

ている状況であるが、このよう

な場合の情報伝達手段を伺う。

答

　防災情報や火災の発生等の情

報については、昨年度から携帯

電話やパソコンへのメールマガ

ジンでの配信をリアルタイムで

行っており、今後、広く普及さ

せたいと考えている。

問

　「ふるさと伊東応援基金」が

新たに設置されたが、どのよう

なものか伺う。

答

　今年度から実施された「ふる

さと納税」による寄附金に対応

するもので、一年間の寄附金を

積み立て、翌年度の財源とする

とともに、より透明性を確保す

るために、基金を設けた。

総務委員会 観光建設委員会 福祉文教委員会

文化財管理センター 

門脇駐車場（城ヶ崎海岸） メールマガジンによる広報 

常任委員会だより 
 ～常任委員会審査の中から～ 

◆詳細は、市議会会議録の委員会審査報告をごらんください。 

◆市議会会議録は、市役所、図書館、各コミュニティーセンターにあるほか、ホームページでも 
　ごらんになれます。 

市 議 会 だ よ り
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編 集 後 記

　
秋
も
深
ま
る
中
、
今

月
は
、
伊
東
温
泉
の
文

化
・
歴
史
に
触
れ
る

﹁
東
海
館
ま
つ
り
﹂
や

﹁
尻
つ
み
ま
つ
り
﹂
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
市
議
会
で

は
、
次
年
度
の
予
算
編
成
に
議

会
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
一
二
月
定
例
会
で
行

っ
て
き
た
決
算
審
議
を
、
九
月

定
例
会
に
早
め
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　
今
後
も
、
地
方
分
権
時
代
に

対
応
し
た
議
会
運
営
に
係
る
改

革
を
、
さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。︵
委
員
長
︶

議
会
報
編
集
委
員
会

市
議
会
に
関
す
る
ご
意
見

　
　
ご
質
問
は
議
会
事
務
局
へ

伊
東
市
大
原
二
丁
目
一
番
一
号

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
︵
三
二
︶
一
九
八
一

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
︵
三
八
︶
六
九
一
六

次
回
一
二
月
定
例
会
は

一
二
月
四
日
開
会
予
定
で
す
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

特別委員会中間報告 特別委員会中間報告 
議会閉会中の委員会活動状況を報告します。

　
七
月
二
八
日
、
委
員
会
を
開

催
し
、
常
任
委
員
会
の
行
政
視

察
を
隔
年
実
施
と
し
、
実
施
し

な
い
年
の
費
用
分
を
政
務
調
査

費
の
財
源
と
し
て
は
ど
う
か
と

す
る
提
案
が
さ
れ
た
が
、
視
察

地
で
直
接
触
れ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
毎
年
実
施
す
べ
し
等

の
意
見
が
出
さ
れ
、
こ
れ
を
踏

ま
え
協
議
が
進
め
ら
れ
た
。

　
政
務
調
査
費
の
制
度
化
に
つ

い
て
は
、
会
派
間
の
合
意
形
成

が
難
し
く
、
個
人
調
査
活
動
旅

費
の
使
途
拡
大
、
日
当
及
び
宿

泊
費
の
見
直
し
を
要
望
す
る
意

見
と
あ
わ
せ
、
議
員
報
酬
の
引

き
上
げ
等
も
含
め
、
議
員
活
動

の
た
め
の
環
境
整
備
を
優
先
す

べ
し
と
の
意
見
な
ど
が
述
べ
ら

れ
た
。

　
提
案
者
か
ら
は
、
政
務
調
査

費
の
制
度
化
に
固
執
す
る
も
の

で
は
な
く
、
議
会
活
動
に
お
け

る
財
源
確
保
の
た
め
の
提
案
で

あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
常
任
委
員
会
の
行
政
視
察
に

つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
毎
年

実
施
し
て
い
く
こ
と
が
全
会
一

致
で
確
認
さ
れ
、
政
務
調
査
費

に
つ
い
て
は
、
条
例
化
や
金
額

設
定
等
、
検
討
事
項
が
多
岐
に

わ
た
る
た
め
、
新
た
な
テ
ー
マ

と
し
て
改
め
て
取
り
扱
う
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

　
次
に
、
三
人
の
委
員
か
ら
今

後
の
協
議
事
項
の
提
案
が
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
項
目
に
関
し
、

次
回
の
委
員
会
に
お
い
て
精
査

を
行
う
と
と
も
に
、
九
月
定
例

会
で
初
め
て
全
会
計
の
決
算
審

議
を
行
っ
た
上
で
の
検
証
を
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
七
月
二
九
日
、
委
員
会
を
開

催
し
、
当
局
か
ら
、
伊
東
市
新

病
院
建
設
基
本
設
計
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
︵
提
案
︶
の
選
定
結
果
に

つ
い
て
説
明
が
さ
れ
、
最
も
優

れ
た
提
案
を
し
た
者
と
し
て
、

㈱
大
建
設
計
東
京
事
務
所
、
次

点
者
と
し
て
㈱
日
建
設
計
名
古

屋
オ
フ
ィ
ス
が
選
定
さ
れ
た
と

の
報
告
が
さ
れ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
選
定
理
由
や

コ
ス
ト
面
の
違
い
な
ど
に
係
る

質
疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
以
下

の
答
弁
が
さ
れ
た
。
﹁
病
院
建

設
に
つ
い
て
﹂
、
﹁
災
害
、
周

辺
地
域
、
環
境
へ
の
配
慮
に
つ

い
て
﹂
、
﹁
利
用
者
に
優
し
い

病
院
に
つ
い
て
﹂
、
﹁
病
院
機

能
に
つ
い
て
﹂
の
四
つ
の
大
き

な
項
目
を
二
五
の
項
目
に
細
分

化
し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
評
価
を

し
た
。

　
そ
の
結
果
、
大
建
設
計
が
一

〇
〇
〇
点
満
点
で
七
五
五
・
二

点
、
日
建
設
計
が
七
一
八
・
二

点
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
総
事
業
費
は
、
最
も

安
い
提
案
が
五
八
億
三
六
〇
〇

万
円
、
最
も
高
い
提
案
が
八
四

億
一
〇
〇
〇
万
円
で
あ
り
、
選

定
さ
れ
た
大
建
設
計
は
七
七
億

二
〇
〇
万
円
で
、
高
い
方
か
ら

二
番
目
の
金
額
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
答
弁
を
踏
ま
え
、
委

員
か
ら
、
採
点
評
価
と
満
点
と

の
乖
離
の
部
分
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
、
本
特
別
委
員
会
に
お
け
る

意
見
な
ど
を
基
本
設
計
に
反
映

さ
せ
て
い
く
努
力
を
お
願
い
す

る
旨
の
要
望
が
あ
り
、
当
局
か

ら
、
評
価
の
低
か
っ
た
部
分
は
、

そ
れ
を
補
う
よ
う
基
本
設
計
に

生
か
し
て
い
く
旨
の
答
弁
が
あ

っ
た
。

医
療
問
題
特
別
委
員
会

委

員

長

副
委
員
長

委

員

〃〃〃

西


島




彰

楠

田

一

男

竹

田

昭

直

井

戸

清

司

重

岡

秀

子

稲

葉

正

仁
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